
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合・全社員を対象にした訓練を実施すべきである。 
会社・訓練は重要なことである。出来る限り訓練に参加してほしい。全員が訓練に参加

することが望ましい。 
組合・乗務員等が現場で判断したことに対しては会社として責任をとること。 
会社・乗務員等の判断で行うことはあり、その判断に対してとがめることはない。 
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発行 １８．６．１５ 

ＪＲ東労組  業務部 

組合・栄養ドリンクを飲んでまで My Projectを行っている。乗務途中で行うのは、安全
上問題である‼次の乗務のための時間である‼ 

会社・栄養ドリンクを飲んでまで行うことはない。次の乗務に向けてリフレッシュすること
は大切なことである。しかし、主旨からすれば、時間制限を設けるものではない。
安全を阻害するまで行う必要はない。安全上問題のある業務指示は行わない。
職場の先輩がアドバイスすることは安全を守るために大切なことである。 

組合・休職中の社員は My Projectは出来るのか。 
会社・勤務時間になるため出来ない。 

組合・国鉄改革を経験し、地域の中で生きていくＪＲ東日本会社をつくってきた。 
会社・地域に支えられてこの会社がある。赤字であるというだけでローカル線を廃止す

る考えなない。安全で大量に輸送できることが鉄道の強みである。 
組合・公共交通機関として、地域住民の移動する権利、行動する権利を奪わないこと。 
会社・地域住民とともにまちづくりを行っていく。自治体との連携を今後も行っていく。 

組合・設備故障や待避遅延が減らない。判断できる技術者育成に課題が残っている。 
会社・事象が減らない事実はある。技能教習所等で実設備に触れ、育成は進んでい

る。VRで事故を模擬体験したり、Joi-TABでアドバイス出来る仕組みもある。 
組合・電気関係における省メンテナンス設備導入をすること。地方こそ急ぐこと。 
会社・地方の省力化も進める。安全に関わる投資は区別せずに実施する。 

組合・健康診断などの会場は、設備が整っている箇所で実施すること。 
会社・健診会場は各支社で調整をしている。 
組合・水戸支社では本社幹部が来ることになったので、健診会場が急遽変わっている。 
会社・水戸支社は自前で会場を持っていないので支社大会議室を借りているが、場所

については、支社で検討している。 
 


